
Premier LPのオートリターン機能の調整方法について 

 

ターンテーブル/レコードの中心からある程度の距離でオートリターン機構が働くような構造になってお

ります。まれにレコードに収録されている時間の長さがオートリターン機構で設定されている位置を超

え、再生の途中でオートリターン機能が働いてしまう場合がございますが、以下手順にて調整すること

が可能です。 

 

① 以下の画像のようにトーンアームの根本付近を持ち上げると調整ネジがあります。 

 

② 本体を傷付けないように薄い布等を挟んだ状態でドライバーを差し込みます。ドライバーは 2 番の

サイズをお使いください。 

 

③ ネジ時計回りに回すと、より内側でオートリターンが作動します。 

反時計回りに回すと、より外側でオートリターンが作動します。 


